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1.耳下腺結核の 1伊j
ぉ
青木太三郎
耳下腺結核は極めて稀な疾患で，本邦文献には 
10例があり，最近北村・木村がその 2例を報告し
た。本症聞は 16才，女子で左耳下部腫癒を主訴と
し，ヅベルグリシ反応強陽性の他，身体他部氏結核
病巣は認、めず。
耳下腺唾影像で浅葉外上部lと辺縁不規則な漏洩あ
り，その外側部に陰影欠損を認、む。部分摘出術lとよ
り米粒大より鳩卵大の数個のリンパ節を耳下腺浅葉
と共に摘出し，一次的lと縫合閉鎖した。後遺症を認
めず。
病理組織は耳下腺内リ Yパ節は乾酪性物質で充た
され，膿場壁lζ定型的な結核結節を認め，腺組織は
荒廃していた。全身的lζS.M.，PAS，INAHを使t
用した。
感染経路はリ Yパ行性と考えられる。 
2.耳下腺異物 6伊j
植 田 尚 男
極めて稀な疾患とされている耳下腺異物につい
て，最近当科で経験した 6症例を報告し，本邦文献
を狩獄して得た 20例と合せて考察を試みた。詳細
は近く原著として発表の予定である。
〔質問〕斎藤宗寿
症例 1同様の頬部膨隆した症例を経験したが， こ
のような場合に特有な嘩影像は如何。
〔応答〕北村武
痩孔なければ塊状漏洩である。
〔質問〕斎藤宗寿
症例 2の如き腫脹に対し先ず抗生物質を用い経過
を見ると腺に限局した腫脹残りス氏管より持続排膿
あることあり。異物周囲l乙肉芽発生し腺にのみ炎症
が残ることがあるか。
〔応答〕北村武
症例 1は主管，症例 2は副腺の限局性耳下腺炎で
膿蕩腔にそが入った。異物は結石と異なり肉芽で包
まれず膿蕩腔lと出る。症例 2の茎は石灰が沈着して
いるから古いものであろう。 
3.鼻中隔癌2例
鴻 重 義
第 1例。 60才男。 1ヵ月来の左鼻閉鼻出血で来
院。鼻入口部は暗赤色，表面不平出血し易い腫揚で
閉塞。中隔軟骨前端より発生。リ Yパ腺転移なし。
軟骨膜下に剥離し摘出。組織{象は単純癌。 X線照射 
4000 r 1年半後再発筒骨蜂習に侵入。鼻腔側墜を0
除去し，中隔と共K腫場摘出， Radium 1346 mg/ 
st.，X線 8000 r照射。以後経過不明。第 2例。 14
才女。 3週前鼻前庭部発赤腫脹潰蕩形成及び鼻出血
生じ，次で鼻根部膨隆，潰場化し来院。中隔前上部 
lと腕豆大の穿孔あり周囲粘膜は暗赤色腫傷状で潰療
を作り容易に出血。飾骨蜂寵えの侵入を認む。].)::/
ノミ腺転移なじ。試験切除では基底細胞癌。 X線 8550 
7照射し腫蕩消失，潰蕩は癒痕性民治癒。後民鼻骨，
及び節骨の腐骨を生じ痩孔となる。 1年半後再発の
徴候なし。
本邦症例 30例と共lと統計的観察を行い，予後良好
との説K疑問をい?ごいた。尚第 2例は本邦最年少で
あった。 
4.前部筒骨蜂翼より発生せる線維腫の 1伊j
中野清幸
左側鼻閉及び左眼球突出を主訴とした 52才男性
で，左鼻腔全体lと占有する前簡骨蜂震より細茎をも
つで発生せる硬性線維腫の 1例を報告。年令，発育
速度の比較的速かだったこと，後鼻鏡所見で一部潰
窮状となっているのを認めたととから最初悪性腫療
を疑ったが，断層撮影により下甲介骨が破壊される
ととなく正中側へ圧排されているのを確かめ得たの
で良性腫壌として摘出手術を行った。組織学的所見
では紡錘形細胞よりなる線維性の腫療で，茎の附近
では一部に腺組織が残り，その一部は嚢腫状に拡張
しており，ワンギ、{ソン染色で、腫蕩細胞と修原線維
